
(57)【要約】

【課題】補助手段なしに解離可能で、かつ緩みづらいク

ランプ装置を得る。

【解決手段】互いに距離Ａ離れる２個の振動結節点Ｋ間

に定常縦波９の形式の周波数ωを有する調和振動で振動

する２個の構造部分２ａ，２ｂを、その互いに突き合わ

せた平坦面３ａ，３ｂで連結するためのクランプ装置１

において、クランプスリーブの形式とした軸線方向に延

びるばね負荷ブリッジ４の一方の端部に少なくとも１個

のクランプ手段５ａを設け、この一方の端部におけるク

ランプ手段５ａを、他方の端部における少なくとも１個

の他のクランプ手段５ｂに対して、ばね手段６を介して

軸線方向に弾性変位可能に連結し、このときクランプ手

段５ａ，５ｂを互いに距離Ａだけ離して配置し、各クラ

ンプ手段には、それぞれに対向する端部に対して軸線方

向に指向する圧着可能な接触面７を設ける。好適には、

ばね負荷ブリッジ４を、半径方向内側に構造部分２ａ，

２ｂを収容するように形成したクランプスリーブとして

構成する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 距 離 （ Ａ ） 離 れ る ２ 個 の 振 動 結 節 点 （ Ｋ ） 間 に 定 常 縦 波 （ ９ ） の 形 式 の 周 波 数 （
ω ） を 有 す る 調 和 振 動 で 振 動 す る ２ 個 の 構 造 部 分 （ ２ ａ ， ２ ｂ ） を 、 そ の 互 い に 突 き 合 わ
せ た 平 坦 面 （ ３ ａ ， ３ ｂ ） で 連 結 す る た め の ク ラ ン プ 装 置 （ １ ） に お い て 、
　 ク ラ ン プ ス リ ー ブ の 形 式 と し た 軸 線 方 向 に 延 び る ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ （ ４ ） の 一 方 の 端 部
に 少 な く と も １ 個 の ク ラ ン プ 手 段 （ ５ ａ ） を 設 け 、 こ の 一 方 の 端 部 に お け る ク ラ ン プ 手 段
（ ５ ａ ） を 、 他 方 の 端 部 に お け る 少 な く と も １ 個 の 他 の ク ラ ン プ 手 段 （ ５ ｂ ） に 対 し て 、
ば ね 手 段 （ ６ ） を 介 し て 軸 線 方 向 に 弾 性 変 位 可 能 に 連 結 し 、 こ の と き ク ラ ン プ 手 段 （ ５ ａ
， ５ ｂ ） を 互 い に 距 離 （ Ａ ） だ け 離 し て 配 置 し 、 各 ク ラ ン プ 手 段 に は 、 そ れ ぞ れ に 対 向 す
る 端 部 に 対 し て 軸 線 方 向 に 指 向 す る 圧 着 可 能 な 接 触 面 （ ７ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ク
ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ （ ４ ） を 、 半 径 方 向 内 側 に 構 造 部 分 （ ２ ａ ， ２ ｂ ） を 収 容 す る よ う に
形 成 し た ク ラ ン プ ス リ ー ブ と し て 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ば ね 手 段 （ ６ ） を 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ （ ４ ） に 一 体 の 部 分 と し て 構 成 し た 請 求 項 １ ま た
は ２ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ば ね 手 段 （ ６ ） を 、 磁 気 結 合 を 発 生 す る 手 段 に よ り 構 成 し 、 こ の 磁 気 結 合 は 、 随 意 に 、
電 磁 的 結 合 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ば ね 手 段 （ ６ ） を 、 引 き ば ね ま た は 押 し ば ね と し て 構 成 し た 引 張 ば ね も し く は 圧 縮 ば ね
と し て 構 成 し た 機 械 ば ね に よ っ て 構 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ば ね を 、 コ イ ル ば ね に よ っ て 構 成 し た 請 求 項 ５ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ば ね を 、 皿 ば ね に よ っ て 構 成 し た 請 求 項 ５ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ク ラ ン プ 手 段 （ ５ ａ ） を 、 少 な く と も 部 分 的 に 周 方 向 に 延 在 す る 裏 側 の 接 触 面 （ ７ ） を
有 す る 環 状 に 閉 じ た ク ラ ン プ リ ン グ と し て 構 成 し た 請 求 項 １ ～ ７ の う ち い ず れ か 一 項 に 記
載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 バ ヨ ネ ッ ト 状 の 開 口 （ １ ６ ） を 有 す る 少 な く と も １ 個 の ク ラ ン プ リ ン グ を 構 成 し 、 前 記
開 口 の 半 径 方 向 内 方 に カ ラ ー と し て 突 出 す る 領 域 に 、 前 記 接 触 面 （ ７ ） を 形 成 し た 請 求 項
８ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ （ ４ ） を 、 ク ラ ン プ 手 段 （ ５ ａ ， ５ ｂ ） を 軸 線 方 向 に 移 動 さ せ る 開 放
手 段 （ １ ０ ） に 連 結 し 、 こ れ に よ っ て ば ね 手 段 （ ６ ） の 予 圧 力 に 抗 し て ク ラ ン プ 手 段 （ ５
ａ ， ５ ｂ ） が 互 い に 軸 線 方 向 に さ ら に 離 間 で き る よ う 構 成 し た 請 求 項 １ ～ ９ の う ち い ず れ
か 一 項 に 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 開 放 手 段 （ １ ０ ） を 外 側 か ら 手 操 作 で き る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ ０ 記 載 の ク ラ ン プ 装
置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ク ラ ン プ 手 段 （ ５ ｂ ） を 開 放 手 段 （ １ ０ ） に 対 し て 一 体 に 構 成 し 、 前 記 開 放 手 段 （ １ ０
） は 、 随 意 に 、 転 回 し て 固 定 可 能 な 偏 心 レ バ ー と し て 構 成 し 、 周 方 向 の 偏 心 面 に よ り 接 触
面 を 構 成 し た 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ （ ４ ） の 端 部 を 、 ク ラ ン プ 手 段 （ ５ ｂ ） に よ っ て 、 駆 動 手 段 （ １ ３ ）
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を 駆 動 さ せ る 装 置 （ １ ４ ） の 駆 動 手 段 （ １ ３ ） に 強 固 に 連 結 し 、 な ら び に 、 少 な く と も 部
分 的 に 調 和 振 動 し て 駆 動 す る ツ ー ル （ １ ２ ） の た め の ツ ー ル チ ャ ッ ク と し て 構 成 し た 請 求
項 １ ～ １ ２ の う ち い ず れ か 一 項 に 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ツ ー ル チ ャ ッ ク の 開 放 手 段 （ １ ０ ） を 環 状 に 閉 じ た 開 口 リ ン グ と し て 構 成 し 、 こ の 開 口
リ ン グ は 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ （ ４ ） の 他 方 の 端 部 に 接 触 で き る よ う 軸 線 方 向 に 移 動 可 能 と
し 、 か つ ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ （ ４ ） の 部 分 を 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う に し 、 こ の と き 、
随 意 に 、 前 記 開 放 リ ン グ を 、 外 側 か ら 操 作 で き る 開 放 機 構 （ １ ５ ） に よ り 移 動 可 能 と し た
請 求 項 １ ３ 記 載 の ク ラ ン プ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 軸 線 方 向 に 調 和 振 動 す る 構 造 部 分 、 と く に 、 超 音 波 式 コ ア ド リ ル の ク ラ ウ ン
ビ ッ ト の ツ ー ル チ ャ ッ ク の た め の ク ラ ン プ 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ２ 個 の 部 材 の 既 知 の 連 結 方 法 は 、 大 ま か に 、 ね じ 連 結 、 円 錐 連 結 ま た は ク ラ ン プ 連 結 に
区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 軸 線 方 向 に 調 和 振 動 す る 超 音 波 式 ツ ー ル の た め の ツ ー ル チ ャ ッ ク に 関 し て 、 ね じ 連 結 の
み な ら ず 円 錐 連 結 す る も の が 記 載 さ れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） こ れ ら 連 結
部 は 、 縦 方 向 に 延 び る 定 常 波 に 関 し て 、 そ れ ぞ れ そ の 振 動 の 腹 に 配 置 す る 。 と い う の も 、
こ れ ら 振 動 の 腹 の 位 置 に お い て 張 力 ノ ー ド が 形 成 さ れ 、 そ れ ゆ え 最 小 の 軸 線 方 向 引 張 応 力
お よ び 圧 縮 応 力 を 生 じ る 。 し か し 、 超 音 波 に よ り 軸 線 方 向 に 調 和 振 動 す る 構 造 部 材 の 場 合
、 ね じ も し く は 円 錐 面 に お い て 冷 間 溶 着 が 起 こ る こ と が あ り 、 こ れ は 、 特 別 な ツ ー ル の よ
う な 補 助 手 段 を 使 用 す る こ と に よ っ て し か 解 離 す る こ と は で き な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 英 国 特 許 第 ２ ０ １ ６ ３ ５ ０ 号 明 細 書
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ２ 個 の ツ ー ル 部 分 を 連 結 す る の に 平 坦 面 突 き 合 わ せ ク ラ ン プ を 使 用 す る も の が あ る 。 （
例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） こ の 場 合 、 第 １ ツ ー ル 部 分 の 半 径 方 向 内 側 に あ る コ ア 領 域 に
お い て 、 端 面 が 開 放 し た バ ヨ ネ ッ ト 状 の 円 錐 内 面 を 有 す る く り 抜 き （ ア ン ダ ー カ ッ ト ） で
構 成 し た 中 空 空 間 を 設 け 、 こ の く り 抜 き に 対 し て 、 圧 入 円 錐 体 を 有 す る 第 ２ ツ ー ル 部 分 の
圧 入 プ ラ グ 部 を 掛 合 さ せ 、 こ の 圧 入 円 錐 体 は 、 軸 線 方 向 の 押 圧 力 に よ っ て 、 双 方 の ツ ー ル
部 分 の 、 軸 線 方 向 外 方 の 平 坦 面 を 、 摩 擦 力 に よ り 相 互 連 結 す る 。 超 音 波 の 衝 撃 が あ る と 、
こ の よ う な 圧 入 プ ラ グ 部 は 解 離 し て し ま う 。
【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 第 ４ ２ ３ ９ ３ ７ ３ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 軸 線 方 向 に 調 和 振 動 す る 構 造 部 分 た め の よ り よ い ク ラ ン プ 装 置 を 実 現
す る こ と に あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 補 助 手 段 を 使 用 す る こ と な く 解 離 で き る
ク ラ ン プ 装 置 を 得 る に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 基 本 的 に 、 請 求 項 １ の 特 徴 を 有 す る 発 明 に よ っ て 達 成 す る こ と が で き
る 。 従 属 項 に は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 互 い に あ る 距 離 離 れ る ２ 個 の 振 動 結 節 点 間 に 定 常 縦 波 の 形 式 の あ る 周 波 数 を
有 す る 調 和 振 動 で 振 動 す る ２ 個 の 構 造 部 分 を 、 そ の 互 い に 突 き 合 わ せ た 平 坦 面 で 連 結 す る
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た め の ク ラ ン プ 装 置 に お い て 、 ク ラ ン プ ス リ ー ブ の 形 式 と し た 軸 線 方 向 に 延 び る ば ね 負 荷
ブ リ ッ ジ の 一 方 の 端 部 に 少 な く と も １ 個 の ク ラ ン プ 手 段 を 設 け 、 こ の 一 方 の 端 部 に お け る
ク ラ ン プ 手 段 を 、 他 方 の 端 部 に お け る 少 な く と も １ 個 の 他 の ク ラ ン プ 手 段 に 対 し て 、 ば ね
手 段 を 介 し て 軸 線 方 向 に 弾 性 変 位 可 能 に 連 結 し 、 こ の と き ク ラ ン プ 手 段 を 互 い に 前 記 距 離
だ け 離 し て 配 置 し 、 各 ク ラ ン プ 手 段 に は 、 そ れ ぞ れ に 対 向 す る 端 部 に 対 し て 軸 線 方 向 に 指
向 す る 圧 着 可 能 な 接 触 面 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ の ク ラ ン プ 手 段 が 構 造 部 分 に お け る 縦 波 定 常 波 の 振
動 結 節 点 に 配 置 さ れ て い る こ と に よ っ て 、 振 動 結 節 点 間 で 互 い に 突 き 合 わ せ た 構 造 部 分 の
平 坦 面 自 体 が 、 平 面 の 通 常 の 配 置 で は 振 動 の 腹 に お い て 振 動 振 幅 が 最 大 と な る に も か か わ
ら ず 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ 自 体 が 振 動 か ら 守 ら れ 、 こ れ に よ っ て 引 張 応 力 成 分 が 振 動 エ ネ ル
ギ ー を 伝 達 さ せ る 構 造 部 分 の 連 結 を 緩 め よ う と す る 軸 線 方 向 応 力 振 動 が 発 生 し な い 。 に も
か か わ ら ず 、 実 際 上 、 平 坦 面 に 最 小 の 軸 線 方 向 応 力 振 動 が 発 生 す る が 、 こ の よ う な 軸 線 方
向 応 力 振 動 は 、 ば ね 手 段 で 生 ず る 予 応 力 に よ っ て 完 全 に 圧 縮 領 域 に シ フ ト さ れ 、 引 張 応 力
成 分 の 発 生 を 完 全 に 回 避 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ を 部 材 を 軸 線 方 向 外 側 か ら 取 り 囲 む ク ラ ン プ ス リ ー ブ と し て 構 成 す る
と 好 適 で あ り 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 応 力 が 周 方 向 に 均 等 に 分 布 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ば ね 手 段 を 、 伸 縮 自 在 の 折 り 畳 み 、 伸 縮 自 在 の 膨 大 化 、 断 面 縮 小 化 、 ス リ ッ ト 付 け な ど
の 通 常 の 構 成 手 法 に よ っ て 形 成 し 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ に 一 体 化 し た 柔 軟 な 一 部 分 と す る と
好 適 で あ り 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ が 構 造 的 に ま た 製 造 技 術 的 に 見 て 、 簡
単 に 一 体 形 成 で き る 。 同 様 に 、 柔 軟 な 素 材 か ら な る 断 面 が 小 さ い ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ は 、 ば
ね 手 段 を 一 体 に 内 包 し て い る も の と 見 な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 代 案 と し て 、 ば ね 手 段 を 磁 気 結 合 を 発 生 す る 手 段 に よ り 構 成 す る と 好 適 で あ り 、 さ ら に
、 こ の 磁 気 結 合 は 電 磁 的 結 合 と す る と 好 適 で あ り 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ば ね 手 段 に お い て
軸 線 方 向 応 力 振 動 に よ る 機 械 的 な 疲 労 が 発 生 し な い 。 加 え て 、 特 に 電 磁 的 結 合 は 電 流 を 遮
断 す る こ と に よ っ て 、 容 易 に 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 代 案 と し て 、 ば ね 手 段 を 機 械 ば ね と す る と 好 適 で あ り 、 ク ラ ン プ 手 段 の 間 に 直 接 配 置 し
技 術 上 単 純 に 予 応 力 を 加 え る 引 張 ば ね と し て 、 ま た は 、 軸 線 方 向 に 部 分 的 に 重 な る 部 分 の
間 に お い て 互 い に 逆 向 き の 力 を 発 生 す る よ う 配 置 し た 圧 縮 ば ね と し て 構 成 す る と 一 層 好 適
で あ り 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ば ね の 構 造 上 の 長 さ 自 体 が 、 ク ラ ン プ 手 段 の 全 長 に 付 加 さ れ
る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ば ね 手 段 を コ イ ル ば ね と す る と 好 適 で あ り 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 他 の ば ね 手 段 と 比 較 し
て よ り 広 範 囲 に わ た る 線 形 弾 性 の 伸 縮 領 域 を 実 現 し 、 ク ラ ン プ 装 置 が 対 向 接 触 面 の 軸 線 方
向 の 間 隔 に 対 す る 公 差 に 制 約 を 受 け な く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 代 案 と し て 、 ば ね 手 段 を 皿 ば ね と す る と 好 適 で あ り 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 他 の ば ね 手 段
と 比 較 し て よ り 短 い 軸 線 方 向 の ば ね 長 で 、 よ り 広 範 囲 の 伸 縮 領 域 を 実 現 し 、 ク ラ ン プ 装 置
の 全 長 を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ク ラ ン プ 手 段 を 、 少 な く と も 部 分 的 に 周 方 向 に 延 在 す る 裏 側 の 接 触 面 を 有 す る 環 状 に 閉
じ た ク ラ ン プ リ ン グ と し て 構 成 す る と 好 適 で あ り 、 こ の 構 成 に よ れ ば 、 接 触 力 が 周 方 向 に
互 い に 均 一 に 分 布 す る こ と に な る 。 同 様 に 、 こ れ に 対 応 し て 、 少 な く と も 部 分 的 に 周 方 向
に 延 在 す る 裏 側 の 接 触 面 を 備 え る よ う な ば ね 手 段 の 構 成 は 、 一 体 に 内 包 し た ば ね 手 段 と 見

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-289604 A 2006.10.26



な す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 ヨ ネ ッ ト 状 の 開 口 を 有 す る 少 な く と も １ 個 の ク ラ ン プ リ ン グ
を 構 成 し 、 前 記 開 口 の 半 径 方 向 内 方 に カ ラ ー と し て 突 出 す る 領 域 に 、 前 記 接 触 面 を 形 成 す
る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 適 合 す る バ ヨ ネ ッ ト 状 の 対 向 接 触 面 を 有 す る 構 造 部 分 を 、 軸 線 方
向 に ク ラ ン プ リ ン グ を 通 過 し て ク ラ ン プ 装 置 内 部 に 案 内 し 、 締 め 付 け の た め に ひ ね る こ と
で 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ を 、 ク ラ ン プ 手 段 を 軸 線 方 向 に 移 動 さ せ る
開 放 手 段 に 連 結 し 、 こ れ に よ っ て ば ね 手 段 の 予 圧 力 に 抗 し て ク ラ ン プ 手 段 が 互 い に 軸 線 方
向 に さ ら に 離 間 で き る よ う 構 成 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ク ラ ン プ 装 置 を 開 放 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 開 放 手 段 を 外 側 か ら 手 操 作 で き る よ う に 構 成 す る 。 こ の 構 成
に よ れ ば 、 手 操 作 に よ り ク ラ ン プ 装 置 を 補 助 手 段 な し に 開 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 ク ラ ン プ 手 段 を 開 放 手 段 に 対 し て 一 体 に 構 成 し 、 前 記 開 放 手
段 は 、 随 意 に 、 転 回 し て 固 定 可 能 な 偏 心 レ バ ー と し て 構 成 し 、 周 方 向 の 偏 心 面 に よ り 接 触
面 を 構 成 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 構 成 部 品 の 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ の 端 部 を 、 ク ラ ン プ 手 段 に よ っ て 、 駆 動 手
段 を 駆 動 さ せ る 装 置 の 駆 動 手 段 に 強 固 に 連 結 し 、 な ら び に 、 少 な く と も 部 分 的 に 調 和 振 動
し て 駆 動 す る ツ ー ル の た め の ツ ー ル チ ャ ッ ク と し て 構 成 す る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ツ ー ル
を 解 離 可 能 に 締 め 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 適 な 実 施 例 に お い て は 、 ツ ー ル チ ャ ッ ク の 開 放 手 段 を 環 状 に 閉 じ た 開 口 リ ン グ と し て
構 成 し 、 こ の 開 口 リ ン グ は 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ の 他 方 の 端 部 に 接 触 で き る よ う 軸 線 方 向 に
移 動 可 能 と し 、 か つ ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ の 部 分 を 移 動 さ せ る こ と が で き る よ う に し 、 こ の と
き 、 随 意 に 、 前 記 開 放 リ ン グ を 、 外 側 か ら 操 作 で き る 開 放 機 構 に よ り 移 動 可 能 と す る 。 こ
の 構 成 に よ れ ば 、 人 間 工 学 的 に 手 操 作 で き る ツ ー ル チ ャ ッ ク を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 、 図 面 に つ き 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 互 い に 距 離 Ａ 離 れ る ２ 個 の 振 動 結 節 点 Ｋ 間 に 定 常 縦 波 ９ の 形 式 の 周
波 数 ω を 有 す る 調 和 振 動 で 振 動 す る ２ 個 の 構 造 部 分 ２ ａ ， ２ ｂ を 、 そ の 互 い に 突 き 合 わ せ
た 平 坦 面 ３ ａ ， ３ ｂ で 連 結 す る た め の ク ラ ン プ 装 置 １ に は 、 ク ラ ン プ ス リ ー ブ の 形 式 と し
た 軸 線 方 向 に 延 び る ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ ４ を 設 け 、 こ の ク ラ ン プ ス リ ー ブ の 一 方 の 端 部 に は
、 少 な く と も １ 個 の ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ を 設 け 、 こ の 一 方 の 端 部 の ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ を 、 他
方 の 端 部 に お け る ク ラ ン プ 手 段 ５ ｂ に 対 し て 、 ば ね 手 段 ６ を 介 し て 、 図 示 の 実 施 例 で は 皿
ば ね と し て 構 成 し た ば ね 手 段 ６ に 対 し て 一 体 に 形 成 し た ク ラ ン プ 手 段 ５ ｂ に 対 し て 軸 線 方
向 に 弾 性 変 位 可 能 に 連 結 す る 。 こ の と き 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ ， ５ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 対 向 す る
端 部 に 対 し て 軸 線 方 向 に 指 向 す る 圧 着 可 能 な 接 触 面 ７ を に よ り 構 成 し 、 両 方 の 構 造 部 分 ２
ａ ， ２ ｂ に お い て 適 切 に 形 成 し た 対 向 接 触 面 ８ を こ の 接 触 面 ７ に 当 接 さ せ 、 こ の 対 向 接 触
面 ８ は 周 波 数 ω の 定 常 縦 波 ９ の 振 動 結 節 点 Ｋ に 位 置 す る 。 こ の と き 、 平 坦 面 ３ ａ ， ３ ｂ は
振 動 の 腹 Ｂ に お い て 互 い に 突 き 合 わ さ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ ａ に 示 す 第 ２ 実 施 例 で は 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ ， ５ ｂ の 間 に お け る ば ね 手 段 ６ を 、 部
分 的 に 伸 縮 自 在 な 蛇 腹 を 有 す る ク ラ ン プ ス リ ー ブ と し て 構 成 す る 。
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【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ ｂ に 示 す 第 ３ 実 施 例 で は 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ ， ５ ｂ の 間 に お け る ば ね 手 段 ６ を 、 環
状 永 久 磁 石 の 磁 気 結 合 力 に よ っ て 構 成 し 、 こ の 環 状 永 久 磁 石 は 、 軸 線 方 向 の 一 方 の 側 が 開
放 さ れ た 磁 力 線 の 流 れ を 発 生 し 、 こ の 磁 力 線 に よ り ２ 個 の 部 分 か ら な る ク ラ ン プ ス リ ー ブ
を 軸 線 方 向 に 連 結 す る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ ｃ に 示 す 改 良 型 第 ４ 実 施 例 で は 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ ， ５ ｂ の 間 に お け る ば ね 手 段 ６
を 、 ク ラ ン プ ス リ ー ブ の 軸 線 方 向 に オ ー バ ー ラ ッ プ す る 部 分 を 有 す る ２ 個 の ク ラ ン プ ス リ
ー ブ 間 で 各 ク ラ ン プ ス リ ー ブ に 対 し て 互 い に 逆 向 き の 力 を 発 生 す る よ う 配 置 し た 押 圧 コ イ
ル ば ね よ り な る 機 械 的 ば ね と し て 構 成 す る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ ｄ に 示 す 第 ５ 実 施 例 で は 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ ， ５ ｂ の 間 に お け る ば ね 手 段 ６ を 、 ね
じ れ と 膨 ら み を 有 す る 複 数 個 の ば ね ウ ェ ブ （ 細 条 ） を 射 出 成 形 に よ り 一 体 に 形 成 し た ク ラ
ン プ ス リ ー ブ と し て 構 成 す る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ ｅ に 示 す 第 ６ 実 施 例 で は 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ ， ５ ｂ の 間 に お け る ば ね 手 段 ６ を 、 軸
線 方 向 の 限 定 範 囲 で ク ラ ン プ ス リ ー ブ の 断 面 積 を 小 さ く す る こ と に よ っ て 構 成 す る 。 さ ら
に 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ｂ は 、 外 側 か ら 手 操 作 に よ り 転 回 し て 固 定 可 能 な 偏 心 レ バ ー の 形 式 と
し た 開 放 手 段 １ ０ に よ り 構 成 し 、 開 放 手 段 の 周 方 向 の 偏 心 面 に よ り 接 触 面 ７ を 構 成 す る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ ａ は 、 コ ア ド リ ル の 中 空 ク ラ ウ ン ビ ッ ト の 形 式 で あ る 回 転 し か つ 単 振 動 調 和 振 動 で
駆 動 す る ツ ー ル １ ２ の た め の ツ ー ル チ ャ ッ ク と し て 構 成 し た ク ラ ン プ 装 置 １ の 場 合 を 示 し
て お り 、 こ の ク ラ ン プ 装 置 １ は 、 ば ね ク ラ ン プ ブ リ ッ ジ ４ の 端 部 に 、 周 波 数 ω を 有 す る 定
常 縦 波 ９ の 振 動 結 節 点 Ｋ が 位 置 す る ク ラ ン プ 手 段 ５ ｂ に よ っ て 、 ド リ ル 装 置 １ ４ （ 図 示 の
実 施 例 で は 、 回 転 に 超 音 波 を 重 畳 さ せ る 手 持 ち コ ア ド リ ル 装 置 ） の 回 転 か つ 振 動 す る 駆 動
手 段 １ ３ と し っ か り と 連 結 す る 。 駆 動 手 段 １ ３ の 振 動 エ ネ ル ギ ー を ツ ー ル １ ２ に 伝 達 す る
た め に 用 い る 平 面 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 こ の と き 、 振 動 の 腹 Ｂ に お い て 互 い に 突 き 合 わ せ る 。 こ
の 図 で は 、 ツ ー ル チ ャ ッ ク は 締 め た 状 態 で あ る 。
【 実 施 例 ８ 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ ｂ は 、 ツ ー ル チ ャ ッ ク の 緩 め た 状 態 を 示 し 、 開 放 手 段 １ ０ は 環 状 の 閉 じ た 開 口 リ ン
グ で あ り 、 こ の 開 口 リ ン グ は 、 ト グ ル レ バ ー の 形 式 と し た 外 側 か ら 手 操 作 で き る 開 放 機 構
１ ５ に よ り 、 ク ラ ン プ ス リ ー ブ の 形 式 と し た ば ね ク ラ ン プ ブ リ ッ ジ ４ の 他 方 の 端 部 と と も
に 軸 線 方 向 に 移 動 可 能 に 接 触 さ せ る こ と が で き 、 こ の 部 分 を 移 動 可 能 に す る 。 こ の 他 方 の
端 部 に 配 置 し た ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ は 、 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ ４ に 対 し て 一 体 に 形 成 し た 環 状 の
閉 じ た ク ラ ン プ リ ン グ に よ り 構 成 し 、 こ の ク ラ ン プ リ ン グ は の 半 径 方 向 内 方 に 突 出 す る カ
ラ ー 領 域 で 周 方 向 に 部 分 的 に 設 け た バ ヨ ネ ッ ト 状 の 開 口 １ ６ の 裏 面 に 接 触 面 ７ を 有 す る も
の と し て 構 成 す る 。 接 触 面 に 適 合 す る よ う 半 径 方 向 外 方 に 突 出 す る カ ラ ー を 設 け た バ ヨ ネ
ッ ト 状 の 対 向 接 触 面 ８ を 有 す る コ ア ド リ ル の 中 空 ク ラ ウ ン ビ ッ ト の 形 式 と し た ツ ー ル １ ２
は 、 軸 線 方 向 に ク ラ ン プ リ ン グ を 経 て 軸 線 方 向 に ク ラ ン プ 装 置 １ 内 に 挿 入 し 、 ひ ね る こ と
に よ っ て 締 め 付 け 位 置 に す る 位 置 決 め す る こ と が で き 、 も し く は こ の 逆 の 動 作 で 外 す こ と
が で き る 。
【 実 施 例 ９ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ に は 、 コ ア ド リ ル の 中 空 ク ラ ウ ン ビ ッ ト の 形 式 と し た 回 転 な ら び に 軸 線 方 向 の 調 和
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振 動 で 駆 動 す る ツ ー ル １ ２ の た め の ツ ー ル チ ャ ッ ク と し て 形 成 し た ク ラ ン プ 装 置 を 有 す る
手 持 ち コ ア ド リ ル 装 置 と し て 構 成 し た ド リ ル 装 置 １ ４ を 示 し 、 こ の ド リ ル 装 置 １ ４ は 、 手
持 ち 操 作 可 能 な 装 置 ハ ウ ジ ン グ １ ７ に 対 し て 回 転 可 能 に 配 置 し た 案 内 ス リ ー ブ の 形 式 と し
た ク ラ ン プ 手 段 ５ ｂ を 有 し 、 こ の 案 内 ス リ ー ブ は 、 駆 動 手 段 １ ３ に 対 し て 相 対 回 転 不 能 に
連 結 す る 。 ク ラ ン プ 手 段 ５ ｂ は 、 さ ら に 、 ば ね 手 段 ６ に よ り ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ ４ の 他 方 の
端 部 に お け る 他 の ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ に 連 結 す る 。 開 口 リ ン グ の 形 式 と し た 軸 線 方 向 に 移 動
可 能 な 開 口 手 段 １ ０ に 対 し て 作 用 し 、 装 置 ハ ウ ジ ン グ １ ７ に 回 動 可 能 に 、 設 け た ト グ ル レ
バ ー の 形 式 と し た 、 外 側 か ら 手 操 作 可 能 な 開 放 機 構 １ ５ に よ っ て 、 ク ラ ン プ 手 段 ５ ａ は 、
ば ね 手 段 ６ の 予 圧 力 に 抗 し て 軸 線 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 １ 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ａ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ２ 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ｂ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ３ 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ｃ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ４ 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ｄ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ５ 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ ｅ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ６ 実 施 例 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ７ 実 施 例 で あ る ツ ー ル チ ャ ッ ク を 締 め た 状 態 の 説 明 図 で あ る
。
【 図 ３ ｂ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ８ 実 施 例 で あ る ツ ー ル チ ャ ッ ク を 緩 め た 状 態 の 説 明 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 ク ラ ン プ 装 置 の 第 ９ 実 施 例 で あ る ツ ー ル チ ャ ッ ク を 設 け た 手 持 ち コ ア ド リ ル 装 置
の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 ク ラ ン プ 装 置
2a,2b 構 造 部 分
3a,3b 平 坦 面
　 ４ 　 ば ね 負 荷 ブ リ ッ ジ
5a,5b ク ラ ン プ 手 段
　 ６ 　 ば ね 手 段
　 ７ 　 接 触 面
　 ８ 　 対 向 接 触 面
　 ９ 　 縦 波
１ ０ 　 開 放 手 段
１ ２ 　 ツ ー ル
１ ３ 　 駆 動 手 段
１ ４ 　 ド リ ル 装 置
１ ５ 　 開 放 機 構
１ ６ 　 開 口
１ ７ 　 装 置 ハ ウ ジ ン グ
　 ω 　 周 波 数
　 Ａ 　 距 離
　 Ｂ 　 振 動 の 腹
　 Ｋ 　 振 動 結 節 点
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【 図 １ 】

【 図 ２ ａ 】

【 図 ２ ｂ 】

【 図 ２ ｃ 】

【 図 ２ ｄ 】

【 図 ２ ｅ 】

【 図 ３ ａ 】 【 図 ３ ｂ 】
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【 図 ４ 】
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